
平成１９年度  関西大学  国内研究員 

研究支援課  

学部 人数枠 資 格 氏    名 期  間 主 た る 研 究 先  研     究     目     的 備 考 

文 教 授 原 田 正 俊 

Ｈ19.4.1 

   ～ 

Ｈ20.3.31 

１ 東京大学史料編纂所 

２ 本学 

３ 自宅 

４ 神奈川県立金沢文庫 

５ 京都天竜寺 

６ 国立公文書館内閣文庫 

これまで日本中世における仏教・寺院と国家、

社会の関係について著書をまとめてきたが、こ

れらの成果を集成すると共に、新たな視点で研

究を展開していきたい。東京大学史料編纂所を

中心に、全国の主要寺社所蔵の古文書・古記録

を収集していく。 

 

商 

全学で 

３名 

以内 

助教授 片 岡    進 

Ｈ19.4.1 

   ～ 

Ｈ20.3.31 

１ 本学（個人研究室） 

２ 立命館大学、早稲田大学 

３ 一橋大学、神戸大学 

４ 九州大学 

５ OECD東京ｾﾝﾀｰ､ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ 

ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ協会 

６ 企業社会責任ﾌｫｰﾗﾑ、経営人 

ｺｰ円卓会議日本委員会 

７ 麗澤大学企業倫理研究ｾﾝﾀｰ 

近年、多くの大企業で不祥事が頻発している

ことから、迷走する企業の監視体制について、

多様な角度から論じるコーポレート・ガバナン

ス（ＣＧ）の重要性が高まっている。ＣＧを経

営学領域から理論的に解明するために、企業支

配、ＣＳＲ、ビジネスエシックスとＣＧとの内

容的差異を学説研究中心に解明する。最終的に

は、上記の分析結果を基に著書にまとめたい。 

 

 
（注）規程 第 4条 第 2項による在職年数及び年齢要件（いずれも平成１９年４月１日現在）に抵触するものはありません。 

 


